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◆ダンピング対策の徹底 ◆適正価格による契約 ◆支払いの透明性確保 について以下の意見を申し上げる。 

 全ての契約行為の中に労務費に対する比率ではおおよそ社会保険料（２３％）や現場作業における安全経費（１８％）

が含まれていることとされるが、実質は負担できないほど契約価格が低すぎる。元請によるダンピング、元方事業者に

よる低価格の押しつけなどで施工を担う事業者は経営の維持が困難になる寸前である。 

 建設５８万５千事業所（許可業者約４８万）の５５％が５人未満であることを考慮するならば、零細事業所に対する施策

を明確に示さない限り打開は困難である。 

 建設投資が減少すると各事業者はスリム化を断行するため、結果として新たな事業者が発生し、しかも大方が零細で

ある。現に、建設投資が５０％も低下しているのに許可業者数は△９％にとどまっている。一方就業者（技能労働者）は

２３％のマイナス。この不均衡は建設技能者が直ちに他産業に転換することの難しさと思える。 

 また、全建総連の行った賃金実態調査では連続的な低下には歯止めが見えてきたが、就労者の実態はきわめて展望

の持てない内容であることを示している。約７万９千人の集計で５５才以上が４８.４％を超え、４５才から５５才までが１８.

３％を示し、１０年先の技能者不足は相当に深刻な事態が予想される。そこで現に建設事業所に働く技能労働者に対し

て格別の優遇策が必要である。 

具体的には次の視点での施策である。 

 

・既に検討されている見積書・契約書での法定福利費の明示と支払いの実効性を担保すべきである。建設投資の４０％

が公共部門であることから公共工事での支払い確認が徹底されるならば改善されよう。当然のごとく元請事業者の役割

である。 

・インフラの老朽化及び激甚災害の発生は住民の生活を直撃することになり、地元の事業者、その事業所に勤務する技

能労働者の雇用維持、作業に必要な資機材の確保は緊急時には必要不可欠である。 

・これらは事業所に対する施策、技能労働者に対する施策の両面での対応とすべきである。 

そのために当面次のようなことを求める。 

 

○建設事業所は普通作業員に加え建設技能者、見習いが一定比率で雇用されていることで技能の承継を可能とし、そ

のような事業所を総合評価で加点する。例えば普通作業員５、建設技能者３、見習２、などの比率で雇用する。 

○資機材を事業所が自己所有している場合に総合評価で加点する。例えば、ダンプカー、ブルドーザー、ユンボ、バック

フォーなど災害対応に必要な重機や資機材の備蓄も総合評価で必須項目とし、加点し、その都度確認をする。 

○技能労働者の賃金下限額を示す。 

 



2012年　全建総連統一賃金調査報告書
報告日 県連・組合 担当者名 調査実施月

報告１
  

１．配布数と回収数（率） 調査用紙配布数 回収枚数
枚 枚

２．集計数（全職種） 合計 労働者 35968 人
一人親方 24168 人

79682 人 事業主 19546 人

３．大工職と各職の割合 　　　大工職　合計 労働者 10114 人
　　　　　（２つの合計の内訳） 一人親方 8166 人

23476 人 事業主 5196 人

　　　各　職　合計 労働者 25854 人
一人親方 16002 人

56206 人 事業主 14350 人

４．大工職年齢別、各職年齢別、経験年数、扶養家族
年齢 20-24 25-29 30-34 35-39 40-44 45-49 50-54 55-59 60以上 合計

大工職（人） 140 530 1,133 1,674 1,563 1,507 2,347 3,837 10,446 23,476
各職（人） 731 1,966 3,606 5,883 6,883 5,454 5,261 6,154 18,131 56,206
合計数 871 2,496 4,739 7,557 8,446 6,961 7,608 9,991 28,577 79,682
経験年数（平均） 3.7 7.2 10.9 15.2 18.8 23.2 28.3 33.8 41.4 29.0
扶養家族（平均） 0.8 1.4 1.8 2.1 2.2 2.2 1.9 1.6 1.3 1.7
＊合計には19歳以下、及び年齢不詳が含まれている場合があります（以下同様）。
＊経験年数等の平均は回答があったものの平均です（以下同様）。

報告２

１．町場、工務店などの現場
年齢 20-24 25-29 30-34 35-39 40-44 45-49 50-54 55-59 60以上 合計

人数（人） 71 267 483 602 492 411 607 960 2478 6444
就労日数（日） 22.761 23 23.286 22.894 22.316 22.023 21.22 20.497 17.526 20.201
労働時間（時間） 8.6 8.5 8.4 8.5 8.6 8.5 8.5 8.3 8.2 8.4
１日賃金（円） 8,734 12,074 12,839 14,479 15,472 14,718 14,820 14,166 14,095 14,105
昨年年収（万円） 219 305 331 365 388 361 350 325 284 322
建退共（人） 10 57 90 109 64 57 96 132 239 870

２．地元の住販・不動産会社など建売の現場
年齢 20-24 25-29 30-34 35-39 40-44 45-49 50-54 55-59 60以上 合計

人数（人） 20 34 97 126 102 88 109 186 382 1151
就労日数（日） 22.3 23.412 23.789 23.656 23.19 23.374 21.912 21.737 18.235 21.29
労働時間（時間） 8.6 8.9 8.8 9.1 9.1 9.1 8.6 8.6 8.5 8.7
１日賃金（円） 9,318 13,230 14,734 15,785 17,210 16,013 15,812 15,950 14,917 15,383
昨年年収（万円） 232 351 359 399 458 415 395 377 320 369
建退共（人） 3 6 16 13 10 14 8 14 34 118

３．大手プレハブ、住宅会社の現場に
年齢 20-24 25-29 30-34 35-39 40-44 45-49 50-54 55-59 60以上 合計

人数（人） 16 66 113 163 117 96 130 192 377 1280
就労日数（日） 24.25 24.03 23.274 23.818 23.431 23.354 23.248 22.453 21.125 22.659
労働時間（時間） 8.7 9.0 8.9 9.0 9.3 9.1 8.8 8.7 8.6 8.8
１日賃金（円） 9,917 12,602 14,513 15,356 15,877 15,472 15,432 14,514 14,215 14,664
昨年年収（万円） 288 330 366 387 407 415 380 355 336 365
建退共（人） 2 12 11 18 11 8 12 19 28 121

４．ゼネコンの野丁場の現場に
年齢 20-24 25-29 30-34 35-39 40-44 45-49 50-54 55-59 60以上 合計

人数（人） 4 13 34 44 50 47 72 95 152 524
就労日数（日） 26 24.231 24.059 22.955 22.09 21.085 21.986 22.726 20.37 21.841
労働時間（時間） 8.7 8.6 8.1 8.6 8.6 8.6 8.5 8.7 8.3 8.5
１日賃金（円） 10,104 13,877 13,682 14,673 14,717 14,732 13,971 14,203 13,463 13,974
昨年年収（万円） 303 393 335 341 376 393 367 356 312 348
建退共（人） 0 3 10 10 12 13 16 19 24 107

大工職（常用・手間請けで働く方）



報告３

１．町場、工務店などの現場
年齢 20-24 25-29 30-34 35-39 40-44 45-49 50-54 55-59 60以上 合計

人数（人） 9 61 148 274 249 285 596 996 2618 5291
就労日数（日） 18.556 22.311 22.88 22.597 22.016 20.852 20.032 19.424 15.803 18.197
労働時間（時間） 8.8 8.6 8.7 8.6 8.7 8.4 8.3 8.3 8.1 8.2
１日賃金（円） 10,500 13,827 15,051 15,807 15,739 15,174 14,802 14,508 14,492 14,690
昨年年収（万円） 214 312 363 368 380 348 329 314 268 303
建退共（人） 0 6 20 40 45 40 86 136 261 640

２．地元の住販・不動産会社など建売の現場
年齢 20-24 25-29 30-34 35-39 40-44 45-49 50-54 55-59 60以上 合計

人数（人） 1 14 40 64 72 64 89 152 249 752
就労日数（日） 25 24.714 24.225 23.905 23.563 23.688 21.898 21.507 19.134 21.585
労働時間（時間） 8.0 9.5 8.9 9.0 9.3 9.1 8.8 8.5 8.5 8.7
１日賃金（円） 17,643 16,056 17,588 16,678 17,213 15,321 15,142 14,717 15,650
昨年年収（万円） 600 432 420 459 478 451 370 375 334 387
建退共（人） 0 3 4 8 10 8 8 16 26 83

３．大手プレハブ、住宅会社の現場に
年齢 20-24 25-29 30-34 35-39 40-44 45-49 50-54 55-59 60以上 合計

人数（人） 6 29 67 113 100 73 121 194 280 991
就労日数（日） 26 23.464 23.418 24.124 24.04 24.375 23.321 22.63 20.856 22.761
労働時間（時間） 9.0 8.9 9.0 9.3 9.3 9.0 8.9 8.7 8.5 8.9
１日賃金（円） 10,400 15,231 15,324 15,793 16,220 14,321 14,897 14,328 14,335 14,839
昨年年収（万円） 360 353 400 387 433 424 388 364 335 375
建退共（人） 1 5 8 14 10 8 16 30 38 130

４．ゼネコンの野丁場の現場に
年齢 20-24 25-29 30-34 35-39 40-44 45-49 50-54 55-59 60以上 合計

人数（人） 0 4 14 10 21 20 27 47 92 247
就労日数（日） 26 23.5 24.1 23.3 22.8 22.148 21.913 19.891 21.661
労働時間（時間） 9.4 8.7 9.4 8.8 8.3 8.7 8.4 8.2 8.4
１日賃金（円） 12,750 13,692 13,125 17,190 15,368 14,962 14,485 13,684 14,397
昨年年収（万円） 383 348 362 444 362 336 358 355 361
建退共（人） 0 2 5 2 2 1 3 10 16 42

報告４

１．年齢構成、主な仕事現場、土曜休日
年齢 45未満 45-49 50-54 55-59 60ｰ64 65-69 70以上 合計

人数（人） 594 344 494 796 1329 762 797 5196
主な ① 339 220 350 570 976 597 633 3742
仕事現場 ② 77 30 48 87 101 43 36 428
（人） ③ 89 35 44 85 96 32 26 415

④ 21 13 22 12 32 14 6 121
土曜休日（社） 42 30 53 93 179 103 98 606
建退共（社） 77 44 79 119 193 107 113 738
＊主な仕事場
　　　①町場仕事、②地元の住販、不動産会社の下請、③大手住宅・プレハブ会社の下請、④ゼネコンの下請
＊土曜休日を月１日でも行っている事業所は１カウントしている。

２．公共事業を受注しているか 人数
受注している 517
受注していない 2570

３．職人に払った賃金（１日の金額に換算して集約）
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４．今年に入って賃金額を上げたか
上げた 下げた 据え置き

人数（平均） 345 人数（平均） 112 人数（平均） 2585
金額（平均） 1158.9 金額（平均） 1436.7

大工職（一人親方）

事業主（大工・工務店）


